
CONTENTS -特集：認知症支援-
  1 
　

3
　5

10

11 
　　

12
13
14

施設紹介：医療法人玖寿会 高田病院
施設紹介：介護老人保健施設 健寿荘

インタビュー：「オレンジカフェ由布」の取り組み

まんが作業療法物語 ～認知症編～

教えて!作業療法「新オレンジプラン」

第32回全体研修会 
認知症初期集中支援チームと作業療法士の具体的な取り組みについて

第18回大分県作業療法学会

以心DEN心

活動報告
協会イメージキャラクターの紹介

No.16
2015.8.8
発行DEN

公益社団法人 大分県作業療法協会 広報誌

作業療法を伝える
NEWS&COMMUNICATION

公益社団法人 大分県作業療法協会



医療法人玖寿会
高田病院
所　在　地：大分県玖珠郡玖珠町帆足259
　　　　　　 TEL 0977-72-2135
病　床　数：‌51床
　・地域包括ケア病棟…10床
　・一般病棟……………15床
　・療養病棟……………26床
リハビリテーション科：
　入院中や外来通院でのリハビリ及び、介護保険事業
　での訪問リハビリを実施しています
訪問スタッフ：作業療法士1名、理学療法士2名　
提 供 地 域：玖珠郡内（玖珠町・九重町）

当院は、平成 26 年 4 月に訪問リハビリテーション事業所を開設しました。
当事業所は、「生活の中で必要なこと、望むことができるようになる」を方針に、
生活に直結したリハビリテーションを提供しています。対象者の多くは、脳卒
中や整形疾患の方ですが、高齢化に伴い、認知症を合併している方が増えてき
ています。その中で作業療法士は、自立した生活に必要な、立ち上がりや起き上
がりなど基本動作、歩行・排泄・食事といった身辺動作、そして庭の手入れや老
人会への参加、買い物といった趣味・余暇活動などの幅広い生活行為の改善に
向けた指導・支援を行っています。

今回、認知症の中でも軽度認知症※に対する支援内容についてご紹介します。
まず、ご本人・ご家族が希望される生活目標の実現へ向け、日常生活を遂行する能力を把握します。特に服薬管理、火の管
理、金銭管理、交通機関の利用といった生活行為は、軽度の注意力や判断力、記憶力の低下で障害を伴うため、実際の環境
下での評価が重要となります。次に、評価結果をもとに練習内容を立案し、注意点や方法などの支援の在り方についてご
本人、ご家族のみならず、関係する介護保険サービスのスタッフに対しての積極的な助言・提案に取り組んでいます。

今後も認知症を含む心身に障害を呈した方やご家族、地域住民が暮らしやすい地域づくりに貢献できる作業療法士と
して邁進していきたいと考えています。

※軽度認知症とは １.記憶障害の訴えが本人または家族から認められている　２.日常生活動作は正常　３.全般的認知機能は正常　
４.年齢や教育レベルの影響のみでは説明できない記憶障害が存在する　５.認知症ではないとされています。

訪問スタッフ
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記事担当者／大田　繁

調理訓練場面 信号機がない道路での横断練習

訪問介護との情報交換 情報収集場面
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当施設は昭和 63 年 11 月に大分県第一号の老人保健施設として開設いたしました。大分市と由布市の境に位置する
小高い丘の上にあり、秀麗な由布岳・鶴見岳を眺望でき、また素晴らしい自然環境の中にあります。「誠実・信愛・奉仕」の
理念のもと、利用される方の自立支援、ご本人とご家族の笑顔が見えるリハビリテーションを行っています。基礎的な心
身機能の維持改善、身の回り動作の維持改善、QOLの維持向上等に向けて、多職種が協働し関わっています。入所、通所、
訪問リハビリテーションに加え、地域密着型サービス事業所「バンブーハウス」、地域の老人会での運動指導等、幅広い活
動を行っています。また、平成26年度末からは、地元の老人会での認知症予防事業にも着手しました。このように、施設
利用者のみならず、地域に開かれた施設となり、住民の方への認知症の理解と健康づくり、リハビリテーションの普及啓
発に力を入れています。

　
認知症カフェ「オレンジカフェ 由布」

平成 25 年 6 月に大分県初の認知症カフェとしてオープンしました。由布市
の未来館（公民館）で毎月第 1、2、3 土曜日の 10：30 ～ 12：30 に開店してい
ます。地域で暮らす認知症の方とそのご家族、民生委員、一般住民等の方々が集
い、コーヒーを飲みながら認知症について気軽に語り、心が軽くなる場を目指
しています。認知症の方には、専門的な知識を有するスタッフやボランティア
が付き添い、トランプやボランティア活動、近隣への散歩など、その方の持てる
力や興味関心に応じた活動を行い、その人らしさを発揮して楽しむ時間を作り
出しています。誰でも参加できる場です。お気軽にお越し下さい。 「オレンジカフェ 由布」看板

記事担当者／池田・徳野

医療法人至誠会 
介護老人保健施設 健寿荘
所　在　地：大分県由布市挾間町鬼崎４−１
　　　　　　TEL 097-583-0051
定　　　員：入所100名　通所40名
対　象　者：入所は要介護状態にある高齢者・若年性認知症の方
　　　　　　通所は要支援・要介護状態にある高齢者・若年性認知症の方　
関 連 施 設：地域密着型サービス事業所　バンブーハウス
　　　　　　居宅介護支援センター　暖家
リハスタッフ：作業療法士2名、理学療法士2名、言語聴覚士3名
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オレンジカフェにお越しいただいた皆様 オレンジカフェでの趣味活動
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Nawa Nobuo

「オレンジカフェ由布」の取り組みインタビュー

介 護 者 那
な

波
わ

 順
のぶ

夫
お

さん

●‌�今回、認知症の診断を受け、オレンジカフェ由布(以下カフェ)を利用する
妻を支える那波順夫さんとボランティアで参加している作業療法士の佐藤
友美さん、健寿荘施設長の増井玲子医師からお話をうかがいました。

介護者：那波 順夫さん
Q１. 奥様の様子に異変を感じたのはどのようなことからですか？
A‌�　７年ほど前、銀行で妻が記名をしようとした際に手が止まったのです。何をやってんだろう？と

思ったら「字が…書けない…」と言ったのです。疑問に思いながらも、帰宅し妻に何度も名前を書か
せようとしたのですが書けなかった。そこで主治医のところへ行き、色々な検査をした結果、「認知症」
と診断されました。その前から兆候があったのかもしれませんが私は気づいていませんでした。

Q２. カフェを利用するようになったきっかけを教えてください。
A‌�‌�　大分大学医学部附属病院で出会った主治医の先生にカフェの存在を教えてもらいました。でもす

ぐに通いだしたわけではありません。カフェは認知症のお年寄りが多いと聞いており、59歳の妻が
利用するには納得できない部分がありました。受診のたびに主治医からカフェに参加したかを聞か
れるのが億劫でしぶしぶ参加してみたというのが本音です。１回目に参加した時は正直よく分かり
ませんでした。しかし、２回目に参加した時に、他の利用者さんやスタッフの方とトランプをして
いた妻が、すごく嬉しそうな笑顔に変わったのです。久しぶりに妻の笑顔を見ることができ、「ま
たカフェに行ってみよう」という気持ちになりました。

Q３. 介護者の立場から、カフェを利用して良かったと思うことは
　 　どのようなことですか？
A‌�‌�　カフェで同じような境遇の家族との交流や専門の方との関わりから、障害者手帳を申請すること

で医療費の助成や、様々な福祉サービスを受けることができることなどの情報を得ることができま
した。妻への接し方についても、「怒ってはいけない」「否定してはいけない」ということを他の家族
や、職員さんから学びました。今は、怒ってしまった日や怒らずに過ごせた日のことを毎日、ノート
にメモしています。また、
家にいるとどうしてもカ
リカリとしてしまうこと
が多く、カフェは、介護
者にとって同じような境
遇の家族と交流し相談し
合える、心の安らぎの場
となっています。

▲那波さんご夫婦

▲オレンジカフェの様子 ▲ボランティアの皆さん
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作業療法士：佐藤 友美さん
Q１. 当事者またはその家族との関わりの中で意識していることを教えてください。
A‌�‌�　私たちが重要だと考えていることが大きく分けて２つあります。一つは「傾聴する」という

ことです。カフェの利用者の方たちはまず「誰かに話を聞いてほしい」という思いが強く、アド
バイスや治療方法を聞きたいだけではないということなのです。認知症ご本人だけでなく、家
族の悩みや日常生活のちょっとした悩みは、病院や施設ではなかなか話す機会がなく「言いた
いことがちゃんと伝えられない」「他にも話したいことがあったけど話せなかった」という状
況が多いようです。カフェの気軽さを利用し、気楽に話をしていただきたいと考えています。 
　もう一つは認知症の方の潜在能力を引き出して、それを家族に見てもらい、その人らしい面が残っ
ていることを感じてもらうことです。ご家族は、認知症が進行する前の認知症の人の人格やその人らし
さがなくなっていくことに喪失感を強く感じるようです。

「そこに本人は確かに存在しているのに、今まで連れ添っ
てきた“その人”はいない」という感覚だそうです。潜在能
力、その人らしい姿を見ることで、このつらい喪失感を
多少和らげることができると感じています。持っている
力を伝える方法として、カフェは本人と家族が同じ場に
いることで、活動をしている姿を見せることができます。 
　治療場面や通所系サービスは、同じ場面に家族がいる
ことは少なく、口頭で伝えるのみになり家族としては半信
半疑なようです。

Q２. 地域での認知症支援の体制について今後期待していることがあれば
　 　教えてください。
A‌�‌�　色々な施設や市の職員方が、カフェを見学に来ていただいており、認知症カフェが広がっていく流れ

があるようです。新オレンジプランの中でも認知症カフェを増加させるという内容が載っています。また
認知症がメディアに取り上げられる機会が多くなったことで、ボランティアで協力していただける地
域の方々も増えてきています。認知症カ
フェはフォーマルとインフォーマルの間
にある、新しい形の支援形態でその良さ
が、みなさんに伝わるよう祈っています。 
　あとは、たくさんのOTの方にもっと積
極的にこのような地域での取り組みに参加
してほしいと思います。「業務」ではなく「ボ
ランティア」という形で地域の方々と協力
していくことで、地域の方々の考えや思い
を感じ取れると思います。

　　　　
健寿荘施設長　増井 玲子 先生
　オレンジカフェ由布を立ち上げるまで、私は認知症の治療ケアにおける作業療法士の重要性が良く
分かっていなかったような気がします。作業療法士が介入し、利用者さんと交流を取る際に、とても“気
づき”のセンスが良かったです。会話も作業療法士が媒介となり対人交流が違和感
なく広がっていきました。利用者さんの状況や、ご家族の雰囲気を素早く感じ取
り、その方々が楽しみながら能力を発揮できるゲームや話、活動をさりげなく提
供してくれます。カフェに来たみんなが笑顔になり、認知症と明るく笑いながら
付き合っていける雰囲気作りにも重要でした。今後もより多くの作業療法士の方
たちに認知症カフェに参加していただきたいと思っています。

▲参加者とボランティアの皆さん

▲佐藤友美さんと那波さん

4



5



6



7



8



9



教えて！教えて！
作業療法

  厚生労働省より2015年1月27日に

 「新オレンジプラン」が
 発表されました

  厚生労働省より2015年1月27日に

 「新オレンジプラン」が
 発表されました

「新オレンジプラン」の7つの柱「新オレンジプラン」の7つの柱

　高齢化の進展に伴い、認知症の人数は2012年に462万人（約7人に1人）であった
のが、2025年（平成37年）には認知症高齢者が約700万人（約5人に1人）になると予
測されています。「認知症の人の意志が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい
環境で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現」を基本的な考えとして、
支援体制を整えていきます。今回は新オレンジプランの中の7つの柱を紹介します。

　これからは認知症の人を単に支えられる側と考えるのでは
なく、認知症の人が認知症とともによりよく生きていくこと
ができるような環境の整備が必要です。国を中心にそれぞれ
の地域で、認知症やその家族の方も安心して暮らすことがで
きる社会の実現に向け取り組みが進められています。

●全国的なキャンペーンや認知症の方の言葉を
積極的に発信
●認知症サポーターの増員　　　　　　　など

認知症への理解を深める
ための普及啓発
認知症への理解を深める
ための普及啓発

11
●容態の変化に応じて医療や介護が適時に切れ
目なく最もふさわしい場所でサービスを受け
られる仕組みの作成

認知症の容態に応じた適時・
適切な医療・介護等の提供
認知症の容態に応じた適時・
適切な医療・介護等の提供

22

●就労や社会参加の支援のためのネットワーク
の作成
●家族の方への支援ハンドブックの配布   など

若年性認知症施策の強化若年性認知症施策の強化33
●認知症初期集中支援チーム（作業療法士、看護
師、精神保健福祉士、社会福祉士など）による
早期診断対応
●認知症や介護者の方が気軽に交流し、情報交
換や相談ができる認知症カフェの設置

認知症の人の介護者への支援認知症の人の介護者への支援44

●生活の支援や社会参加への支援、環境の整備

認知症の人を含む高齢者に
やさしい地域づくりの推進
認知症の人を含む高齢者に
やさしい地域づくりの推進

55

●認知症の治療薬の開発や地域全体で認知症予
防に取り組む枠組みの作成

認知症の予防法、診断法、治療法、リハ
ビリテーションモデル、介護モデル等の
研究開発及び、その成果の普及の推進

認知症の予防法、診断法、治療法、リハ
ビリテーションモデル、介護モデル等の
研究開発及び、その成果の普及の推進

66

●調査や研究を行い、支援策の考案
●認知症の方の生きがいづくりを支援する取り
組みの推進

認知症の人やその家族の
視点の重視
認知症の人やその家族の
視点の重視

77
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活動取材ノート活動取材ノート

「認知症初期集中支援チームと作業療法士の具体的な取り組み」と題し、大分県福祉保健部高齢者福祉課の吉田知
可氏と、熊本県荒尾市で作業療法士としてチームに関わられている、荒尾こころの郷病院の松浦篤子氏にご講義い
ただきました。認知症初期集中支援チームは「新オレンジプラン」の７つの柱の一つであり 2018 年度までにすべ
ての市町村に配置されることが決められています。大分県ではすでに豊後高田市でチームが発足されており、今後
は各市町村でも立ち上がっていくと思われます。
講義内容は認知症の方々に対する国の施策や、支援チームの概要や取り組みについての説明がありました。一連
の流れや評価の種類、具体的な活動内容について理解を深めることができ、さらに事例を通して、作業療法士の役割
や可能性を感じることができました。同時に支援チーム員として必要とされる職種となるためには、評価や対応力
が求められるため、今後もこれらを補うべく知識の向上や啓発に努めたいと感じました。

ディスカッションの様子 大分県福祉保健部高齢者福祉課の吉田知可氏

荒尾こころの郷病院  作業療法士  松浦篤子氏の講義

テーマ：認知症初期集中支援チームと作業療法士の具体的な
　　　　取り組みについて

平成27年2月15日（日）10:00〜15:00
ホルトホール大分 302・303会議室第32回全体研修会
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活動取材ノート活動取材ノート

開催日時：平成27年1月25日（日）　9：25 ～ 16：30
開催場所：コンパルホール３Ｆ（多目的ホール、300・308・309会議室）

内　　容：①特別講演　「介護予防とヘルスプロモーションにおける作
　　　　　　　　　　　業療法士の役割～健康増進のための支援～」
　　　　　　講　師：　安本 勝博 氏　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（岡山県津山市健康増進課　主査　作業療法士）

　　　　　②講　演Ⅰ　「杵築市の挑戦 〜介護予防・日常生活支援総合
　　　　　　　　　　　事業における取り組み〜」
　　　　　　講　師：　江藤　修 氏（杵築市高齢者支援課　課長補佐）

　　　　　③講　演Ⅱ　「作業療法士一人一人が果たすべき役割
　　　　　　　　　　 　～地域包括システムを推進するために～」
　　　　　　講　師：　佐藤 孝臣 氏（大分県作業療法協会 副会長・　　
　　　　　　　　　　　（株）ライフリー代表取締役　作業療法士）

　　　　　④演題発表　指定演題（口述発表：  5演題）
　　　　　　　　　　　一般演題（口述発表：15演題）

　　　　　⑤学会長賞表彰式
　　　　　　受賞者：　入口 晴香 氏（デイサービスセンター楽）　

「生活機能向上支援におけるADL・IADLの評価
～事例を通しての紹介～」

上野 恭輔 氏（諏訪の杜病院）
「脳出血を発症した透析患者に対する回復期リハビ
リテーション～作業療法士に求められること～」

参加者数：213名

第18回 大分県作業療法学会
テーマ：「地域包括ケアシステムの実現に向けて
　　　　　　　～いま作業療法士が果たすべき役割とは～」

特別講演では、安本氏が津山市におけるヘルスプロモーションの取り
組みを、講演Ⅰ、講演Ⅱでは、江藤氏、佐藤氏が杵築市をはじめとしたモ
デル市の日常生活支援総合事業における専門職種の必要性や取り組み
の紹介など、地域包括ケアシステムの推進に向けた実践をそれぞれの視
点で講演していただきました。また講師の方々から会員一人一人が明日
からできる地域での役割についても具体的なアドバイスがあり、職場だ
けにとどまらず協会活動や地域の活動に対する参加意欲の向上につな
がったのではないかと感じました。

午後からの演題発表では、学会テーマに即した発表として今年度より
指定演題を設けました。他の演題発表も含めて学会全体が、それぞれの
領域を越えて地域での作業療法士の役割について考え、意見交換をする
場となりました。また、今回の学会には作業療法士のみならず行政など
の関連機関からの参加もあり、学術研鑽の場にとどまらず作業療法士の
存在を広く他職種に知っていただく場となったと考えます。

安本勝博氏の講演

一般演題の口述発表

江藤修氏の講演

学会長賞を受賞した
上野恭輔氏と入口晴香氏

平成27年2月15日（日）10:00〜15:00
ホルトホール大分 302・303会議室
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伝以心DEN心作業療法コラム

日々の生活で心にストレスを抱え、身体に無理を強いり、その積み重ねの中で心身の不調が出

てきます。同じ状況で生活したとしてもストレスの感じ方や対処の仕方、身体への関心や人生へ

の思いは人それぞれです。身体の不調や病気は私たちのそうした考えや生活をもう一度しっか

り見つめてみるチャンスなのかもしれないと思います。

  三十年近くの間、多くの方と出会い関わりながら仕事をしてきました。今私は、温泉施設のあ

る診療所で、作業療法士一名と健康運動実践指導者一名のスタッフ二名で働いています。温泉治

療の為、県外からも様々な病気を抱えた方々が来られます。のどかな風景だけが取り柄の田舎の

診療所に何故わざわざ…と思いつつも、来られた方々にも私にも何かしら得るものがあるよう

な縁を感じます。日常生活から離れ治療をし、リハビリをし、温泉に浸かり、散歩をし、そして病

気のことや生活のこと、人生のことを考えてみる。

  私が毎日心がけることは、丁寧に温かく優しく、いつも変わらない態度で患者様と接すること。

傾聴し、気持ちに寄り添うことで信頼関係が生まれ、信頼できればより深く関わることができ

ます。私が何をしたとしてもしないとしても、入院して過ごす毎日に意味はあると思いますが、

できれば私自身が、来て下さった方々に自分の身体のことや物事の考え方、生活や人生につい

て見つめ直すきっかけになりたい。願わくは、病気を抱えながらも前向きで喜びのある人生を送

れるよう、作業療法士として、そして人として少しでも力になれる存在になりたいと日々思いな

がら仕事に取り組んでいます。

「日々、思うこと」

伊藤医院　 野 仲 久 美
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活動報告 2015年3月▶2015年6月

制度対策研修会Ⅱ「介護報酬改定から考える」
～医療から地域へ、作業療法士が求められること～
日　時：平成27年3月8日（日）10:00～12:30
場　所：藤華医療技術専門学校　
内　容：① 医療機関を退院した後の対象者の生活とは 
　　　　② 地域で作業療法士に求められるアセスメントに
　　　　 　ついて 
　　　　 　講 師：佐藤 孝臣（副会長／株式会社ライフリー）
　　　

地域ケア会議助言者研修会
日　時：平成27年3月13日（金）19:30～21:30　
場　所：大分県作業療法協会ビル
講　師：佐藤 暁（常務理事／井野辺病院）
内　容：講義、フリーディスカッション
　　　　① 地域ケア会議に求められるOTの役割
　　　　② 助言者としての覚悟について

生活行為向上マネジメント 研修会
日　時：平成27年3月15日（日）9:30～13:00
場　所：大分リハビリテーション専門学校　
内　容：模擬事例演習（個人ワーク）
　　　

平成26年度　第2回 理事会
日　時：平成27年3月24日（火）19:00～20:30　
場　所：大分県作業療法協会ビル
参加者：理事14名、監事2名
　　　

平成27年度　第1回 理事会
日　時：平成27年4月24日（金）19:00～20:30
場　所：大分県作業療法協会ビル
参加者：理事14名、監事2名
　　　

平成27年度　定時総会
日　時：平成27年5月24日（日）10:00～12:00　
場　所：コンパルホール
出席者：54名　議 決：422名

生活行為向上マネジメント リーダー研修会
日　時：平成27年6月6日（土）10:00～17:00 
　　　　　　　　　　7日（日）  9:00～12:00
場　所：大分県作業療法協会ビル
講　師：佐藤 友美（地域医療機能推進機構　湯布院病院／日
　　　　　　　　　本作業療法士協会 生活行為向上マネジメ
　　　　　　　　　ントプロジェクト推進委員）
内　容：講義、グループワーク、事例発表
　　

新卒者研修会
日　時：平成27年6月14日（日）9:30～16:40
場　所：大分県消費生活・男女共同参画プラザ アイネス
内　容：① 大分県作業療法協会の歴史、組織について
　　　　 　講 師：高森 聖人（会長)
　　　　② 大分県作業療法士連盟の紹介と説明
　　　　③ 協会各部局の説明、紹介
　　　　④ 支部説明、紹介
　　　　⑤ 支部別交流会
　　　　⑥ 日本作業療法士協会 生涯教育制度について
　　　　 　講 師：山﨑 翔太（教育研修部副部長)
　　　　⑦ 関連団体の紹介と説明
　　　　⑧ 協会及び連盟入会について
　　　　 　講 師：藤原 　肇（事務局長）
　　　　　　  　　矢野 高正（財務部長）
　　　　　　  　　森 　　勉（連盟事務局長)

地域ケア会議助言者養成道場
日　時：平成27年6月21日（日）10:00～15:00
場　所：大分県作業療法協会ビル 
講　師：佐藤 暁（常務理事／井野辺病院）
内　容：① 地域ケア会議において作業療法士が果たす役割　
　　　　② グループディスカッション（事例を通して）

 

■コンセプト 
　大分県といえば「おんせん県おおいた」、温泉といえば「温泉卵」。
キャラクターモチーフを“卵”としたのは、県の特色のみを表現したもの
ではありません。 
　卵は、生でも半熟でも完熟でもそれぞれの味わいがあります。そして様々
な料理にやわらかな味わいを与える特性を持っています。
　この卵の特徴と、『元気な人も、病気や怪我をおった人もそれぞれの味
わいや豊かな個性、強みがある』という作業療法の思考と重ね、デザイン
しました。
　丸い体は、作業療法の優しい雰囲気が出るように。体と杖で作業療法

『OT：Occupational Therapy』を表現しています。 

 公益社団法人大分県作業療法協会
イメージキャラクター紹介

原画作成者：神谷輝子（長門記念病院）
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●本誌に掲載している写真については、すべてご本人・施設の了承を得ています。

公益社団法人　大分県作業療法協会
〒870-0038 大分県大分市西春日町3-2 大分県作業療法協会ビル

TEL：097-547-8662  FAX：097-547-8663
http://www.oita-ot.com

リハビリテーションのことや、作業療法
のことで分からなかったり、お困りのこ
とがありましたら、右記までご連絡くだ
さい。
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